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江
戸
前
の
寿
司
や
天
ぷ
ら
、
蕎
麦
、

鰻
の
か
ば
焼
き
、
日
本
料
理
…
。
日
本

橋
は
食
べ
物
の
お
い
し
い
店
が
多
く
、

値
段
も
手
頃
。
こ
の
界
隈
で
代
々
商
い

を
続
け
る
老
舗
は
材
料
に
お
金
を
か

け
、
手
間
暇
か
け
て
丁
寧
に
作
る
。
ま

さ
に
〝
お
い
し
い
〞
ま
ち
で
あ
る
。

そ
ん
な
ま
ち
の
魅
力
に
取
り
つ
か

れ
、
タ
ウ
ン
誌
『
月
刊
日
本
橋
』
を
立

ち
上
げ
た
の
が
上
林
武
人
さ
ん
だ
。
誌

面
に
は
ま
ち
の
話
題
や
情
報
の
ほ
か
、

ま
ち
歩
き
が
楽
し
く
な
る
読
み
も
の
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
む
。
編
集
部
で
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
企
画
も
多
い
。

な
か
で
も
、
昨
年
創
刊
30
周
年
を
記

念
し
て
始
め
た
「
に
ほ
ん
ば
し
江
戸
東

京
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
だ
。
老
舗
な
ど
協
力
店
の

店
先
で
金
町
小こ

蕪か
ぶ

や
亀
戸

か
め
い
ど

大
根
、
小
松

菜
な
ど
の
「
江
戸
野
菜
」
を
栽
培
し
て

も
ら
い
、
収
穫
す
る
と
い
う
も
の
。

「
江
戸
野
菜
」
は
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る

地
域
資
源
で
も
あ
り
、
今
後
の
展
開
に

期
待
大
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
老
舗
ツ

ア
ー
や
日
本
橋
川
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
江

戸
や
老
舗
関
連
の
文
化
講
座
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
次
々
に
企
画
。
誌
面
の
内
か

ら
外
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿

は
、
タ
ウ
ン
誌
発
行
人
よ
り
む
し
ろ
、

地
域
活
性
化
の
仕
掛
け
人
の
よ
う
だ
。

日
本
橋
界
隈
を
舞
台
に
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
人
々
と
そ
の
活

動
な
ど
を
紹
介
。
ま
ち
を
愛
し
、

奮
闘
す
る
〝
ま
ち
び
と
〞
の
輪
を

リ
レ
ー
形
式
で
つ
な
い
で
い
く
。

東京都中央区“日本
橋”。国の重要文化財。
現在の石造りの橋は
2011年に架橋100年を
迎える。旧日本橋区は、
戦後の区画整理で「日
本橋」を冠する21の町
と八重洲とに分けられ
た。今でも約200軒以
上の老舗がのれんを掲
げる。

新しい発想でまちに刺激を与え

“若者”や、その土地にしかな

い魅力を発見する“よそ者”、

既成概念にとらわれない“バカ者”らの情熱や新鮮な発想がまち

に活力を与える。「まちも人も若返らなければ」と、『月刊日本橋』

も世代交代準備中。

●
日
本
橋
め
ぐ
り
の
会
　
遠
藤
梨
栄

高速道路を見下ろす『月刊日本橋』の編
集部にもプランターが。協力店で育てて
もらうのは、亀戸大根、小松菜、金町小
蕪、しんとり菜

「育てる喜び」も楽しみの一つ。
間引きをする「にんべん」の本店店長さ
んと社長さん

毎年秋に開催される「日本橋京橋まつり」の
『月刊日本橋』とJAのテント前で。「にほんばし
江戸東京野菜プロジェクト」の技術指導をして
くださっているＪＡのみなさんと上林氏（右端）

店頭で金町小
蕪を育てる、
鰹節の老舗
「にんべん」
の女性社員

会社データ
●有限会社月刊日本橋
創 業 年：1979年（昭和54年）4月創刊
代 表 者：上林武人
事業内容：日本橋界隈のビジネスマン、
OL、訪れる買い物客をターゲットに、
地域に根差した話題、ショッピング
情報、歴史読みもの、エッセイなど
を提供するタウン誌の編集ほか

資 本 金：1,000万円
売 上 高：非公開
従業員数：5人
所 在 地：東京都中央区日本橋室町1-8-2
電　　話：03-6202-1221
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.nihombashi.co.jp/

上
かん

林
ばやし

武
たけ

人
と

1944年（昭和19年）4月29日、北鎌
倉生まれ。実家は日本橋の呉服屋で、
虎ノ門や目黒界隈で育つ。東京都港
区立鞆

とも

絵
え

小学校卒業。妻、息子2人
の4人家族。
趣味：テニスと街道歩き。五街道は
すべて歩いたという健脚の持ち主。
好きな店・おススメ：食べものや。
どの店もおいしい。

次
回
の
ま
ち
び
と

紳
士
服
「
マ
ツ
オ
カ
」の

松
岡
肇
さ
ん

タウ
ン誌

まちづくりに必要なのは、
若者・よそ者・バカ者

♯001

日
本
橋
め
ぐ
り
の
会
…
日
本
橋
・
京
橋
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
・
実
行
・
応
援
す
る
有
志
の
任
意
団
体
。「
日
本
橋
老
舗
リ
レ
ー

ツ
ア
ー
」
や
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。
他
地
域
の
自
治
体
や
事
業
者
と
コ
ラ
ボ
し

た
企
画
も
数
多
く
、
人
と
人
と
の
出
会
い
と
交
流
の
場
を
作
り
出
し
て
い
る
。U

R
L：
http://w

w
w
.nihonbashi-m

eguri.com
/
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『
月
刊
日
本
橋
』
４
月
号
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